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平成24・25年度埼玉県地震被害想定調査に基づき作成

I 火災対策

置出品幽盗函訓‘
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J肖火する」

1人で消せるだろうと考え式隣近所に火事を知らせ、すみやかに119番通報を。
初期消火で、火を消せなかったら、すばやく避難しましょう。

er火事だJと大声を出し、隣近所に援助を求める。声が出 なければやか んなどを叩
き、異変を知らせる。

・小さな火でも119番に通報する。当事者は消火に 当たり、近くの人に通報を頼む。

・出火から3分以内が消火できる限度。 点官
・水や消火器だけで消そうと思わず、座布団で火を叩く 、毛布で覆うなど手近のも品世

のを活用する。 「－.－

』 油なべ ： ［ 石油スト ーブ ） 
あわてて水をかけるのは厳禁。消火器がなけれ 真上から 一 気に水をかけて消火（斜めにかける
ぱ濡らした大きめのタオルやシ ーツを手前から と石油が

、

飛び散って危険）。石油が流れてひろ
かけ、空気を遮断して消火を。 がっていくようなら 毛布など で覆い 、その上か

ら水をかけて消火を。

着衣に火がついたら転げまわって消すのも方
法。髪の毛の場合な5衣類（化繊は避ける）やタ
オルなどを頭からかぶる。
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__..j [ 電気製畠 J ； カ ー テン ・ ふすま ］ 
浴室からの出火に気づいても、いきなり戸を聞 いきなり水をかけると感電の危険が。まずコー

けるのは禁物。空気が
、

室内に供給されて火勢力t
、

ドをコンセントから披いて（できればブレ ーカ ー

強ま る危険が
、

あ る。徐々に戸を聞けて一 気に消 をおろす）消火を。
火を。

カ ー テンやふすまなどの立ち上が
、

り面に火力t
、

燃
え広が

、

ったら 、もう余裕はない。引きちぎり蹴り
倒して火元を天井から遠ざけ、その上で消火を。

3 日朝．
・天井に火が燃え移った場合は、速やかに避難する0

．避難するときは、燃えている部屋の窓やドアを閉めて空気を絶つ。

竜巻対策
発達した積乱雲からは、竜巻、ダウンバー ストといった、激しい突風や雷をも

たらす現象が発生します。 竜巻は、 積乱雲に伴う強い上昇気流により発生す
る激しい渦巻きで、多くの場合、漏斗（ろうと）状または柱状の雲を伴います。
直径は数十～数百メ ー トルで、数キロメ ー 卜jレに渡って移動し、被害地域は帯
状になる特徴があります。

「竜巻jが間近に迫ったら … 絶対に近づかない様に！！ 団闘悟顎
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－窓やカ ーテンを閉める。 
�I ・窓から離れる。

・丈夫な机やテーブルの下に入るなど、身を小さくして頭を守る0

．家の1階の窓の少ない部屋に移動する。

・頑丈な構造物の物陰に入って、身を小さくする0

・物置や車庫、プレハブの中には入らない。
－シャッターを閉める。
・電柱や太い木には近づかない。

雷対策
「雷 I から身を守るには …

遠くで音がしたらすでに危険な状態です！
雨雲の動き・雷活動度（気象庁）

http://www.jma.go.jp/jp/radnowc/ 

回， ．

・グラウンドやゴルフ場、海の上などの聞けた場所や、山頂などの高いところは危険！
・電柱、鉄塔、高い木などの高い物の近くは危険！2m以上は離れ、近づかないように1
．姿勢は低く、持ち物は体より高くしないように！
・雷の活動が止み、20分以上経過してから安全な場所へ移動しましょう D

大雪が発生した場合、雪崩、除雪中の転落事故などの災害のほか、路面凍結など による交通事故や歩行中の転倒事故など
が発生するおそれがあります。雪に対する正しい知識を深めることが大切です。

11111函重量重亙�

雪かきスコップなどの除雪用具を用意しましょう。また、作業中は転倒や屋根雪の落下に注意しましょう。
町は、所管する幹線道路を中心に、除雪作業を行います。

町民の皆さんは、共助の精神に基づき自宅付近の除雪を行うなど通行の確保、孤立・閉じ込め状況の解
消に協力してくた古い。ただし、除雪した雪It事故やケガの元に怠りますので、道路に出さ怠いでください。
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